
テーマ： 『土佐日記』を読む 

 

〈内容紹介〉 

「古今和歌集」の選者として有名な歌人・

紀貫之。 

「やまとうたは人のこころを種として、よ

ろづの言の葉とぞなれりける」と仮名で序文

を書いています。 

 

また、土佐守として赴任、任期を終え京へ

の帰途の旅を記したのが「土佐日記」です。 

「男もすなる日記といふものを、女もして

みむとてするなり」という有名な一節で始まる

「土佐日記」は、女性に仮託して仮名で書かれ

ています。 

 

紀貫之にとって「仮名で書く」ということはどのような意味を持っていたの

でしょうか。「土佐日記」を読んで一緒に考えてみませんか。 

 

後期日程（案）  原則、第２土曜日にしています 

  

２０２６年  １１月１４日（土） 

 

１２月１２日（土） 

 

２０２７年  １月１６日（土）  第３土曜日になります。第２土曜日は 

連休になるのでさけました。 

 

２月１３日（土）   

 

３月１３日（土） 

人はいさ 心も知らず ふるさとは 

花ぞ昔の 香ににほひける  

 （百人一首より） 

 


